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小児外科

主な対象疾患

当センターが1981年に周産期センターとして開設され
たと同時に新生児外科の専門科として診療を開始しまし
た。1991年に小児医療部門が増設されてからは、あら
ゆる年齢層のお子さんを対象に小児外科診療を行って
います。関連各科と緊密に連携しながら、先天性横隔膜
ヘルニアなど出生前診断された新生児外科疾患や、直腸
肛門奇形、胆道閉鎖症やヒルシュスプルング病を始めと
する各種消化器疾患、集学的治療における小児がん外科
治療、急性虫垂炎などの小児救急疾患などに力を注いで
います。また、日帰り手術や内視鏡手術など、患者さん
およびご家族のQOLと利便性の向上を目指し、常に患児
の健やかな将来を見据えた外科診療を追求しています。

診療実績（2022年）

画像検査：超音波、CT、MRI、RI、消化管造影
内視鏡検査：気管支鏡、消化管内視鏡、胸腔
鏡・腹腔鏡を用いた検査
消化管機能検査：直腸肛門内圧検査、胃食道
PHモニタリング、直腸粘膜生検

主な検査

診療科の概要

・初診患者数：701名
・入院（退院）患者数：416名
・総手術件数：488件
・新生児外科症例数：62件
・胎児診断症例数：41件
・新生児手術件数：42件
・鏡視下手術件数：200件

診療科からのお知らせ

壊死性腸炎、胎便関連性腸閉塞症、限局性腸穿孔
◎低出生体重児に特有な疾患

先天性横隔膜ヘルニア、先天性嚢胞性肺疾患（CPAM、
肺分画症、気管支閉鎖症）

◎新生児呼吸器疾患

先天性食道閉鎖症、十二指腸閉鎖症、小腸閉鎖症、
ヒルシュスプルング病、胎便性腹膜炎、腸回転異常
症、直腸肛門奇形（鎖肛）

◎新生児消化器疾患

腹壁破裂、臍帯ヘルニア
◎新生児腹壁形成異常

◎悪性固形腫瘍
神経芽腫、肝芽腫、ウィルムス腫瘍、横紋筋肉腫、肺芽腫

急性虫垂炎、肥厚性幽門狭窄症、胃食道逆流症、慢性
便秘、短腸症候群、ヒルシュスプルング病類縁疾患

◎消化器疾患

漏斗胸、気胸、先天性気管狭窄症、声門下腔
狭窄症、嚢胞性肺疾患、肺分画症

◎呼吸器疾患

胆道閉鎖症、胆道拡張症、膵胆管合流異常症、胆石症
◎肝・胆・膵疾患

血管腫・血管奇形、リンパ管奇形、奇形腫（悪性含む）
◎体表奇形・良性腫瘍

鼠径ヘルニアおよび類縁疾患、臍ヘルニア、正中頚
嚢胞・瘻、側頚嚢胞・瘻、痔瘻および類縁疾患

◎その他日常疾患

小児外科では
・内視鏡下手術や傷跡が目立たない手術を積極的に行っています。
・患者さまや紹介医師に対して、丁寧な説明を心がけています。
・外科的救急疾患を積極的に取り扱っています。
・気管や肺など呼吸器外科疾患も積極的に取り扱っています。
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当科は1991年に開設され、国内でも数少ない小児脳
神経外科の専門施設です。小児の脳と脊髄における、
外科的疾患全般を取り扱っています。常勤医師3名（う
ち脳神経外科専門医２名）体制で、夜間、休日の救急
にも対応しています。2022年3月末で、竹本理主任部
長が定年退職し、4月より千葉泰良が部長に昇格しま
した。また、てんかん専門医、日本臨床神経生理学会専
門医、脳血管内治療専門医資格を持った橋本洋章が着
任し、てんかん外科や痙縮、脳血管内治療などの領域
がさらに充実しつつあります。

診療実績（2022年）

手術件数：121件

（二分脊椎：15件、脳脊髄腫瘍：19件、
水頭症関連手術：52件、もやもや病：4件、
てんかん手術：3件、その他：28件）

入院患者数：419名

診療科の概要

主な対象疾患

専門外来

外科的治療が必要と考えられる脳脊髄疾患はすべてが
対象です。

・二分脊椎：脊髄髄膜瘤、脊髄脂肪腫など
・二分頭蓋：脳瘤など
・キアリ奇形
・水頭症：先天性水頭症、脳室内出血後水頭症内など
・のう胞性疾患：くも膜嚢胞など
・脳血管障害：もやもや病、脳動静脈奇形など
・頭蓋骨縫合早期癒合症：アペール症候群、三角頭蓋、
　非症候群性頭蓋骨縫合早期癒合症など
・脳脊髄腫瘍：髄芽腫、毛様細胞性星細胞腫、上衣腫など
・頭蓋骨腫瘍：類皮腫、ランゲルハンス細胞組織球症など
・頭部外傷：頭蓋骨骨折、陥没骨折、頭蓋内出血など
・中枢神経系感染症：脳膿瘍、脊髄膿瘍など
・痙縮：痙性斜頸、側湾症など
・難治性てんかん

大阪大学脳神経外科のてんかんグループから月に1回専
門医が派遣され、外来診察を行っています。手術が必
要な場合は同医師と当センター医師が共同で手術を行
います。

　・てんかん外科外来（第３木曜日午後）

あたまのかたちが気になるお子さんの診察を行いま
す。頭蓋骨縫合早期癒合症などの病的なものか、寝て
いる位置による位置的頭蓋変形かを診断します。後者
の場合は、希望によりヘルメット矯正療法を行うための
処方箋をお渡しします。

当外来は「紹介状なし」で受診が可能です。（患者さん
自身で初診予約を取得できます。）

  ・‘あたまの形’外来（第 1,2,5木曜日午後）

痙性斜頚や側湾症・下肢痙性に対する診療を行いま
す。ボツリヌス毒素製剤療法（A型：ボトックス、B型：
ナーブロック）やバクロフェン髄注療法後の薬液補充を
行います。

  ・痙縮外来




